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国際ロータリー第2530地区ガバナー　佐久間 英一
会長　宮﨑 登志行
幹事　采女　真弓

国際ロータリー第2530地区 郡山アーバンロータリークラブ

第 6回例会   H.28.８.24㊌ ☁
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例会日 水曜日12：30
事務所 〒963-8001 郡山市大町1-2-17 大一ビル１F　tel.024-923-0847 fax.024-939-5678 HP http://k-urb.ri2530.jp

例会場 ホテルハマツ郡山市虎丸町3-18　tel.024-935-1111
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２７日( 土 )に第１７回郡山アーバンRC杯中学野球
大会の開会式が行われ、会員５名が参加しました。
９月３日(土)の閉会式に多くのご参加をお願いします。
２７日の午後から地区クラブ奉仕委員会セミナーがあ
り、私、采女幹事、武藤委員長、小林委員長が
出席しました。
人と人とのつながりにより会員増強をしていくことなど
の非常にためになる講演がありました。

総　　　員　37名
出　席　率　70.27％
前回修正率　54.05％

①岸和田東RCの夏原晃子さんから葉書が届きました。
②郡山青年会議所の広報誌を回覧します。

会長挨拶 宮﨑登志行 会長

ガバナー入場

出席報告 　宮澤キヨ子副委員長

幹事報告 　采女真弓 幹事

第１７回郡山アーバンRC杯中学野球大会の開会式
が８月２０日(土 )に行われ、宮﨑会長、蔭山さん、
鈴木かおるさん、津野さんにご出席いただきありがとう
ございました。２週間にわたり２５校の参加で２４試合が
行われます。９月３日(土 )に高瀬中学校で決勝戦の
後に閉会式が行われます。２時集合で大勢のご出席
をお願いいたします。

中学野球大会について 　渡部宏夫 青少年奉仕委員長

区では会員増強に対して大変力を入れており、地区目標は会員数５０
名以下のクラブは純増１名以上、クラブ会員出席率８５％以上です。
クラブ活性化のためには会員増強が必要ですので、頑張りたいと思い
ます。

地区クラブ奉仕委員会セミナー報告 　武藤起代子クラブ奉仕委員長

スマイルＢＯＸ報告 佐藤洋子委員長

出席
26名

欠席
１1名

D渡部宏夫　D橋本弘幸　D味戸誠一郎　D宮澤キヨ子

D佐藤功一　D高橋　功　D武藤起代子　D増子ふみえ

D采女真弓　D宗形千鶴　D小口憲太朗　D津野順子

D佐藤洋子

D佐久間英一ガバナー
D本田哲夫ガバナー補佐▶７月に続いてお邪魔します。
D町田晃分区幹事▶初めてメークアップします。よろしくお願いい 
 　　 たします。

D宮﨑登志行 ▶佐久間ガバナー本日はありがとうございました。 
 　卓話楽しみにしております。

D鈴木かおる ▶佐久間ガバナーの公式訪問に感謝します。１年間 
 　ご指導よろしくお願いいたします。

D鈴木　尚子 ▶佐久間ガバナーの公式訪問に感謝です。コシノヒ 
 　ロコ名誉会員のユニホームを着用した体操のオリ 
 　ンピック金メダルおめでとう！！

D滝田　幸子 ▶佐久間ガバナーをお迎えして。ご指導よろしくお 
 　願いします。

ガバナー公式訪問
９：３０～１０：２５　会長幹事会　１０：３０～１２：００　クラブ協議会　１２：３０～１３：３０　例会
▶開会点鐘　▶ロータリー歌斉唱「我らの生業」　▶四つのテスト唱和　藤田弘美さん
▶ゲスト紹介　采女真弓幹事
＜ゲスト＞ 佐久間英一 第２５３０地区ガバナー（三春RC）　 大内長久 地区副幹事（三春RC）
  本田哲夫 中央分区ガバナー補佐（郡山南RC）　 町田　晃 中央分区幹事（郡山南RC）



国際ロータリー第2530地区 郡山アーバンロータリークラブ

▶閉会点鐘
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ロータリー財団寄付者

米山記念奨学会寄付者

ポリオ寄付者

郡山アーバンRC杯中学野球大会が開幕
８月２０日( 土 ) 午前８時に守山中で開会式が開催され、渡部
宏夫さんの始球式で大会が開幕しました。
決勝戦は９月３日( 土 ) 午後１時３０分から高瀬中で行われます。

■滝田　幸子　■津野　順子　■鈴木かおる　
■小口憲太朗　■鈴木　尚子　■佐藤　洋子　
■宮﨑登志行　■味戸誠一郎　■橋本　弘幸　
■高橋　　功　■武藤起代子　■白岩　邦俊　
■采女　真弓

■橋本　弘幸　■宮﨑登志行　■武藤起代子
■宮澤キヨ子　■采女　真弓　■小口憲太朗

■滝田　幸子　■宮﨑登志行　■高橋　　功　
■味戸誠一郎　■橋本　弘幸　■武藤起代子　
■采女　真弓　■小口憲太朗　■鈴木　尚子

プログラム／ガバナー卓話

国際ロータリー第２５３０地区ガバナー　佐久間英一様

三春RCは県中分区の中で２番目に古い
クラブですが、これまでガバナーを出しませ
んでした。ポール・ハリスの言葉に「私
たちの生きる目的は学ぶことであり、人生
を送る中で、いかにエゴから回別するかと
いうことを学ぶのです」とあります。また「ロー
タリーとは、利他との心を養い、人を育て
るとともに献身的な活動を行う世界的な団
体です」という言葉があります。三春 RC
はこれらの言葉に感じまして、エゴから脱
却しようとガバナーを引き受けることとなっ

たわけです。ポリオに関する資料を皆さんにお配りしました。これを見てい
ただければお分かりいただけることと思いますが、なぜポリオなのかという
ことが今日の話です。
ロータリーが世界で良いことをしている典型的なもののひとつにポリオがあ
ると思います。これを地域の方に知っていただいて、ロータリーのファン
づくりができればいいと思っております。そうすればロータリーの協賛者が
出てきて、会員増強はじめいろいろな面で良いのではないかという淡い期
待を持っています。そのためにポリオを取り上げてみたいということです。
私は９年ほど前に広報委員長を務めました。今年はロータリー財団１００
周年という記念の年であり、RI 会長のテーマは「人類に奉仕するロータ
リー」ということで、大げさに言えば私に課せられたものがあるように感じ、
ポリオを媒体にしながら公共イメージの向上を図っていくことに少しでも貢
献できればと考えまして、地区活動目標のひとつに選んだわけです。
資料の中の「私の視点」は、２０１４年１０月２６日付けの朝日新聞に載っ
た記事です。これをなぜ私がとっておいたかというと、UNISEF や WHO
という世界的な公的機関と肩を並べて国際ロータリーが出ていることに感
動したためです。この文章の中に、日本の１，３００万人の子供に一斉
投与を行うためにポリオワクチンを緊急に輸入したと書いてあります。輸
入先はカナダとソ連でした。日本でも助けられた実績があったことについ
ては、輸入先に対して感謝の気持ちを持ちたいと思います。
８月１２日の報告によると、ナイジェリアで２名のポリオ患者が発生したそう

で、関係者が大変ショックを受け、取り組みを始めております。
これまでのRI会長のご家族にもポリオ患者がいました。ロータリー
ではいろいろな方がワクチンの一斉投与に実際に参加していま
す。身近な方では福島医大出身で青森県の関場先生で、寺島
ガバナーの時の地区大会で講演されました。その時に話されたこ
とをよく覚えています。ワクチン接種のために毎年インドに行かれ
ているそうで、同行した方も本当に感動されたそうです。RI 会長
がワクチン投与のためにナイジェリアに行った時に、現地のお母
さんから「ロータリーありがとう」と言われ、その笑顔が忘れられな
いと言っていました。この時の感動をもってロータリーの奉仕活動
に尽くしたいと思われたそうです。このようなことを地域の人に広く
知ってもらうためにどうしたら良いか、ロータリーのファンづくりをして
会員増強につなげていけないかということを常に考えております。
１９８８年にはポリオ患者が１２５ヵ国３５万人でしたが、いろいろな
努力をした結果、２０１６年１～６月でパキスタンとアフガニスタンの
１６例の発生にまで減りました。現地で実際にワクチン投与をされ
た方の話では、投与できない状況があるそうで、再び蔓延するこ
とも考えられ、撲滅は相当の力がなければ実現できません。日本
のポリオプラス寄付額は米国に次いで２番目に多く、一人平均は
１９．４ドルです。郡山アーバン RC は３０ドルを超えていますが、
今後もお金がかかるということで、協力をお願いしたいということで
す。私のお話をきっかけに、ロータリーのファンづくりに貢献でき、
会員増強につながっていくことを期待します。


